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1級建築士、学科ヨン、構造の断面性質および応力度について解説します。
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断面性質および応力度は、H18～R7を見ると、毎年、１問目に１問として出
題されており、さらに過去20年間で2回だけ２問でています。

ここの問題は、大きく断面性質と応力度の2種類があります。

応力度の問題は、かなり難しい計算となるが、断面性質は、それほど難し
くない断面二次モーメントと断面係数がでるので、こちらが出題された場合
は、確実に1点を取りたいです。

構造の計算問題は、1～7問目までの7問程度が出題されます。

研究会は、この計算問題である７問のうち、約半分の３～４問で正解するこ
とを推奨しています。

ここを７点満点を狙うには、膨大な学習量が必要となります。

以下、この断面性質について解説します。
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断面二次モーメントと断面係数について説明します。

部材は、外力に応じて伸びたり、縮んだり、曲がったりします。

この伸縮または変形や、曲げ強さは、部材の形状により異なります。

断面二次モーメントの公式は、たわみや座屈の変形を求めるときに使用し
ます。

断面係数の公式は、曲げ応力度を求めるときに使用します。

それぞれについて詳細に解説します。
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断面二次モーメントの公式は、ｂH3/12です。

断面二次モーメントは、曲げ材の変形のしにくさを判断します。

この断面二次モーメントの数値が大きくなると、曲げに対する強さも増加し
ます。

逆に小さくなると、曲げ強さも減少します。
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図1は縦長形状であり、横が1、縦が2です。

また図2は、横長形状であり、横が2、縦が1です。

この二つの図は、同じ面積ですが、縦横寸法が逆になっています。

その断面二次モーメントを計算すると、図1の縦長形状は、8/12となり、図2
の横長形状は、2/12となります。

つまり、断面二次モーメントは、形と大きさが同じでも、その縦横寸法が逆
ならば、大きく異なります。
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Ｈ型断面の断面二次モーメントの求めかたについて説明します。

この形状は、過去問でもよく出題されるので、速攻で解けるようにしたいで
す。

問題では、図1が示されて、この断面二次モーメントとして正しいものはど
れかという出題があります。

この場合、図2に示す斜線部分も含めて、矩形としての断面二次モーメント
を求めます。

この図では、①が計算式となります。

そのあとに、②の計算のとおり、この斜線部分を計算して、①から②を差し
ひくと、Ｈ型断面の断面二次モーメントとなります。
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断面係数の公式は、ｂH2/6です。

断面係数は、曲げ応力度を求めるときに使用します。

この断面係数は、断面二次モーメントを図芯軸から縁までの距離で除した
数値です。

つまり、断面二次モーメントの、ｂH3/12を、H/2で除すると、この断面係数
であるｂH2/6が求まります。

なお、断面係数の数値が大きくなると、曲げに対する強さも増加します。

ここは、断面二次モーメントと同じです。
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Ｈ型断面の断面係数の求めかたについて説明します。

ここは、最初に前述したＨ型断面の断面二次モーメントを求めます。

その数値に対して、図芯軸から縁までの距離で除すると求めることができ
ます。

図1では、Ｈ型の断面二次モーメントが、2656立法ｃｍであり、図芯軸から
ふちまでの距離は8ｃｍなので、それで除すると、３３２ｃｍ3となります。
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過去問では、矩形だけではなく、円形も出題されました。

したがって、円形の断面二次モーメントと断面係数の公式も暗記して下さ
い。

ここは、難しく考えないで、ひたすら暗記に徹したほうがよいです。
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参考問題（1）を説明します。

下図の断面、Ａ、Ｂ、ＣのＸ軸に関する断面二次モーメントをそれぞれ、ＩＡ、

ＩＢ、ＩＣとしたとき、それらの大小関係として、正しいものは、次のうちどれか

という問題です。

ここは、矩形と円形の断面二次モーメントの公式から算出します。
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それぞれの断面二次モーメントを求めます。
ＩＡとＩＢは、矩形の公式、ｂH3/12です。
ＩＣは、円形の公式、πＤ4/64です。
その大小関係から解答を求めます。
ＩＡは、8a4/12、ＩＢは、15a412、ＩＣは、4πa4/12となります。
それらの大小比較から、ＩＢが最も大きく、次がＩＣであり、ＩＡが最も小さくな
るので、解答4となります。
ここでは、参考までに矩形と円形の断面二次モーメントと断面係数の公式
を示しています。
この数値は暗記して下さい。
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参考問題（2）を説明します。

図のような面積が等しい断面、Ａ、Ｂ及びＣのＸ軸まわりの断面二次モーメ

ントをそれぞれＩＸＡ、ＩＸＢ及びＩＸＣとし、Ｙ軸まわりの断面二次モーメントを

それぞれＩＹＡ、ＩＹＢ及びＩＹＣとしたときの大小関係の組合せとして、正しい

ものは、次のうちどれかという問題です。

ここは、矩形の断面二次モーメントの公式から算出します。
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Ｘ軸とＹ軸まわりの断面二次モーメントを求めます。

矩形の断面二次モーメントの公式は、ｂH3/12です。

その大小関係から解答を求めます。

Ｘ軸まわりの断面二次モーメントは、ＩＸＡが、2816a4/12、ＩＸＢが、2816a4/12、
ＩＸＣが、2048a4/12です。

したがって、大小関係は、ＩＸＡとＩＸＢがイコールであり、ＩＸＣが最も小さくな
ります。

同様にＹ軸まわりの断面二次モーメントは、ＩＹＡが、1472a4/12、ＩＹＢのＹ軸
まわりは、ウェブとフランジ部分の合計となり、869a4/12、ＩＹＣが、512a4/12
です。

したがって、大小関係は、ＩＹＡが最も大きく、次がＩＹＢであり、ＩＹＣが最も小
さくなります。

その結果、解答は3となります。
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この表は、過去問20年の項目別一覧表です。

過去20年で見ると、大きく４種類（緑色、黄色、水色、橙色）の類似問題とな
ります。

毎年、ほぼ１問目に出題される「1.応力度・断面性質」は、非常に難しい問
題もありますが、比較的類似傾向がパターン化しているので、この表を見
て、過去問がどのように変化して出題されているかなど傾向を把握して、1
点の正解を目指します。

以上で、1級建築士の学科Ⅳ、構造の断面性質等の解説を終了します。


